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研究成果の概要（和文）：ある姿を固定的に維持するのではなく、地域がもつ特徴を受け継ぐ方向で変化するこ
とを想定した「進化的保全」が文化的景観には必須である。そのため本研究は「動的オーセンティシティ」とい
う真実性概念を提唱し、保全が要請されている事例地で具体的ににオーセンティシティをどのように理解し、景
観の構成にどのように現れているかを可視化する方法、さらにこれに見合う計画システムのあり方を研究した。
景観を、空間的構成が時間経過とともに進化する対象として理解するため、４次元の発現構造であることを強く
意識し、地学・生物学的理解から地域づくりで重視される多角的な価値を、広域と集落スケールを統合的に扱う
方法を提示した。

研究成果の概要（英文）：It is essential to recognize the evolution - transformation suitable to 
local contexts - for the conservation of cultural landscapes. We introduced the idea of 'Dynamic 
Authenticity' to explain the evolutional conservation available in the conservation areas, and this 
research made the case surveys and proposals of how to understand and illustrate such authenticity 
in the temporal and spacial- namely 4 dimension - composition of landscape. In the case areas we 
found the multi-disciplinary value systems through scientific research (Geology, Biology, etc.) as 
well as local community's activities, and those had shown the necessity to activate the integrated 
planning for the vast regional scaled planning including small local community-scaled planning. 
Field school activity with these ideas were identified as 'Planning of Dynamism' in the 
international conference, and regional planning system  made up with collective local entities is 
shown as the model.

研究分野： 都市計画・農村計画・景観計画

キーワード： 文化的景観　動的オーセンティシティ　フィールドスクール　広域計画　集落　生態　ボロブドゥール
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 国内外の景観保全制度に関する研究は数
多く行われ、国内では景観法の施行後、自治
体での景観計画制度の導入実績に関する研
究も多く行われてきた。そのなかで、建築物
の形態・意匠の制限などの計画的施行が議論
される一方、景観保全とはある姿を固定的に
維持するのではなく、その地域がもつ特徴や
履歴を受け継ぐ方向で進化することを想定
すべきであるという議論がある。例えば、近
代以前の伝統的建築物を保存し続けるだけ
ではなく、伝統を受け継ぐ平成時代の優れた
建築物を開発しなければ 22 世紀にむけての
文化遺産を生み出すことができない、等の議
論がこれにあたる。しかし、変化を許容する
という方針は、伝統にそぐわない変化を回避
できず景観破壊につながる恐れもある。従っ
て、変化をどのように評価するかの方法論を
マネージメントに組み込む必要が生じる。そ
こで本研究は「動的オーセンティシティ
（Dynamic Authenticity）」という概念を導
入している。景観における変化が地域性を受
け継ぐかたちでおこり、核となる価値を失う
のではなく進化させる方向にあるか、変化の
評価を包含した「真実性」のことである。と
りわけ「文化的景観」は人間の生活・生業と
自然・風土の関係性において形成される景観
であり変化を包含した評価と保全策が必須
である。 
 
２．研究の目的 
 景観の実体の上で動的オーセンティシテ
ィを認知し描出するには、（立体）空間的な
景観の時間軸上での変化をみることになり
４次元での把握が必須である。そこに、景観
を評価するための多角的な価値を見出すこ
と、そのためにも地域のコミュニティ内で比
較的よく共有され得る価値の形成履歴を再
評価すること、共有化前段階から個人が潜在
的にもつ景観認知構造が、描出把握・可視化
を通じて洗練されることで、コミュニティで
の共有化認知と本人的認知を統合した未来
への指針が、その個人にも獲得されるものと
考えられていた。そこで、そうした多角的な
価値の把握と４次元での景観把握、その両者
の対応関係について「動的オーセンティシテ
ィ発現構造の４次元把握・可視化」によって、
実際的な保全計画（Planning）を構想するこ
とを、本研究の目的とした。 
 
３．研究の方法 
まず、テーマの異なる文化的景観の複数の

事例地（国内・国外）において、事例地での
調査とその結果の地域コミュニティ等への
提示とフィードバックを通じて、実際的に、
価値の把握、その価値にみあう景観の動的オ
ーセンティシティの把握・可視化のあり方に
ついて検討し、具体的に有用な計画を構想す
ることで研究を進めることとした。事例地と
しては、本研究の以前より科研費研究として

継続的に地域とのやりとりがあり準備状況
がよい①インドネシア・ボロブドゥール地方
の農村地域（ボロブドゥール寺院遺跡のみが
世界文化遺産）、同様の国内事例として②大
阪府泉佐野市大木地区（国選定重要文化的景
観）、新たに社会主義時代に都市縁辺部に住
宅地開発が広範に行われその住環境評価が
近年注目され始めている③チェコ・プラハ 11
区のプレハブ住宅開発地、風光明媚で自然環
境の特徴がより重視される景観として④京
都府京丹後市沿岸地域、盛衰を経験し近代遺
産との共存的進化に取り組む広大な地域で
ある④ドイツ・ルール工業地域、において成
果を得る段階まで進捗をみることができた。 
さらに、これらの事例地での成果を踏まえ

て、改めて「動的オーセンティシティ」とい
う概念の内容とそれにもとづく文化的景観
の保全計画（Planning）の可能性について、
国際的な議論の場で検討を深めるように努
めることとした。これについては、複数の国
際学会等においてディスカッションの機会
に参加することで議論の場を得た。 
 
４．研究成果 
(1)事例研究 
①インドネシア・ボロブドゥール周辺の農村
地域）：地質・地理・生活文化からみる Kedu
盆地の広域景観へのコミュニティからの景
観価値体系とボロブドゥール寺院遺跡群の
相対化 
仏教寺院遺跡であるボロブドゥール寺院

の境内地のみが世界遺産に登録され、そこに
隣接して観光開発集中が生じ景観破壊問題
が生じたことのあるこの事例地では、ガジャ
マダ大学（Univ. of Gadjah Mada）と京都大
学等の共催による１週間の滞在型集中セミ
ナーである「国際フィールドスクール」を１
～２年に１回の頻度で開催している。本研究
もこのスクール活動を活用して行った。スク
ールに貢献する講師は、地学・地理学・建築
学・都市計画学の研究者、伝統的な集落コミ
ュニティ組織、地域の各種非営利団体（語り
部ガイド、伝統的な馬車によるツアー組織、
集落観光の組合、写真家、芸術家）であり、
それぞれの学術調査あるいは地域づくり実
践の実績をもとに検討することとした。なお、
スクールの経過と上記の講師による文化的
景観の解説は、この間、別途科学研究費研究
成果公開促進費の支援により「Borobudur as 
Cultural Landscape」のタイトルで英語書籍
として出版している。 
 ボロブドゥール寺院遺跡はProgo川の近傍
の小丘上にあり世界遺産ではこれを中心に
同心円状の景観保全地区のプランを描くが、
文化的景観としてのボロブドゥールは、南北
40km 以上東西 30km 以上にもなる 3000ｍ級の
山々を擁する広大な Kedu 盆地を基盤とする
ことが、地質学・地理学・コミュニティ・芸
術家から共通して提唱される。とくに地質学
からは地学的時間スケールにおけるこの盆



地の生成過程の研究が進みボロブドゥール
寺院周辺が太古の湖の存在を示す地層と地
形、湿地帯（現在は水田となっている）の存
在から特徴づけられ、結果として寺院が蓮の
花を模しているとされるストーリーが現代
の水田利用とあわせて眺める景観としての
イメージと矛盾しない点が興味深く示され
た。地理学においても GIS 分析により Progo
川両岸における地質の違いと土地利用の違
い、水資源の豊富さの違いによる観光開発の
規制の必要性が指摘され、一方、コミュニテ
ィ・芸術家からは、盆地をとりまく５つの高
山が地域の歳時記に根付く場所をもつ点や、
農村地域の地域づくりを一体感をもって進
める内発的活動が存在し、各集落の民俗舞踊
等が集合して開催する催しにこの５山がシ
ンボルとなって定着している経緯や、近年の
非営利組織による魅力創出も Kedu 盆地の特
徴にそったものである。一方、ミクロスケー
ルの集落単位では生業や観光開発への応答
は異なり、建築学や多くの非営利団体からは
集落ごとの個性が強調される。この 10 年、
集落による生業・民俗文化・祭礼等、さらに
仏教寺院に留まらず歴史上の多種の信仰文
化の遺跡群の再評価が地域づくりとして取
り組まれ、非営利組織が促進しているグリー
ンツーリズムはこれらを 
活用・支援してい 
る。これら価値評 
価はボロブドゥー 
ル寺院遺跡を中心 
に絶対視するので 
はなく、Kedu 盆地 
の過去から現代ま 
での特徴において 
理解しなおし遺産 
３寺院と集落の関 
係を統合する。こ 
れらから広域と集 
落スケールを包含 
する発現構造を説 
明できた。 
 
②大阪府泉佐野市大木地区 
 国内の重要文化的景観選定地（文化財）で
ある本事例は、研究代表者も関わって選定時
の真実性を、中世荘園時代に由来する河岸段
丘地形・農業用水利と受益地農地の地理的位
置・史跡となっている社寺等とし、現景観の
大半を構成する民家・公共施設等の建築物や
多様な農作物・山林植生、さらに民家群の変
化傾向（母屋は変化が少なく附属屋は変化が
激しい）の特徴は景観届出（景観法）に関連
するものとして、大きく２つの価値に分けて
捉えていた。選定後、現地では「大木まちづ
くり協議会」が発足し、これに参与する形で
分析検討を進めた。 
 ２つの価値をわかりやすく可視化するよ
う、中世荘園時代由来と近世近代現代由来の
とそれぞれの構成資産が眺望の中にどのよ

うに位置するかを示すガイドツールとして、
様々な検討の結果、この研究期間内に急速に
使いやすくなった全方位カメラ写真の画像
を活用した方法を採用した。全方位を眺めら
れる空間認知の中に画像の編集により中世
由来、近世・近代由来、現代地域づくりの時
代のことなる価値ある資産の存在を示すこ
とが容易に作業でき、かつ WEB 上への掲載も
容易であるためである。今後逐次 WEB 上に公
開していく予定である。 
まちづく 

り協議会へ 
の参与研究 
では、重要 
文化的景観 
選定後の地 
域づくりと 
して、i.コスモス園の開園、ii.個人による
ギャラリー開設、iii.地区内小学校（小規模
特認校）の学習と関係者交流、が注目された。
i は地区内外の人々から昭和後期に毎年行わ
れていたコスモス園の小規模な再生と見な
され好評であり中世由来ではなく近代以降
とりわけ現代の価値の中で評価されている。
ii は近代以降の民家群のなかで可変性をも
つ役割にある附属屋建物を用いて開催され
ておりこの特徴に即している。iii は 2 種の
価値をどちらもよく扱っている。さらに、小
規模校ではあるが一定の入学希望者を継続
的に得て教育への評価も良好であり、景観の
持続の前提である地域社会の持続の要とし
て認識されていることがわかった。以上より、
大木地区の発現構造は追記しやすい全方位
画像に選定時の価値評価とその後の地域づ
くりが位置づけられる価値評価を統合して
示していくこととした。 
 
③チェコ・プラハ市 11 区 
 チェコ共和国をはじめ東欧諸国では社会
主義時代に都市縁辺部に大規模なプレハブ
（パネル構法）の集合住宅開発地が立地した。
その後民主化を経て、住宅は私有・組合有・
市有等が混じるようになり様々な変化が生
じている。数年前までこれらの住宅開発地は
標準化された住宅による単調で一般的イメ
ージがよいとは言えない地区と評されてい
たが急速にその価値の見直しが進んでいる。
都市郊外に拡がる大きな社会変動を経験す
る中で移り変わる環境と居住者による評価
の構造を文化的景観における動的オーセン
ティシティの観点から捉えることとした。 
 プラハ市 11 区はイジュニー・ムニェスト
地区という同市最大規模の住宅開発地があ
り、11 区役所によって住棟の改修事業や公園
緑地整備、地域コミュニティ活性化等が継続
的に取り組まれている事例で区役所の施策
意図とその効果の調査、居住者への直接イン
タビュー、公開ワークショップ等により地域
評価を調査した。また開発計画立案当初から
の計画図およびその論評が掲載された雑誌

 

 
図 1 Kedu 盆地と集落からなる動的 
オーセンティシティ発現構造概要 

 
図２ 全方位画像による発言構造図示 



記事等が入手でき社会主義時代から現代ま
での評価の変遷を捉えることができた。 
 その結果、コンペにより意欲的に設計され
た開発計画が社会主義時代の様々な変動の
中で大きく設計変更を繰り返し単調化した
経過、プレハブ住宅の竣工の早さに比べ公園
緑地整備が大幅に遅れ評価を下げた可能性、
公共施設群は当初より比較的好評であった
こと、民主化後 11 区役所が開発当初以来の
整備意図を引継ぎ緑地等の重要な整備は近
年完成したという認識が成り立つことがわ
かった。この経過に対する各居住者の具体的
な地区評価は図のように、広く比較的単調な
佇まいの住宅開発地の各所に異なる価値評
価の対象が発見されている構造が判明した。
社会主義時代から民主化後へと現代にあっ
て時間経過の意味が重い住宅地の事例を文
化的景観とみなして動的オーセンティシテ
ィを考察することが地区の価値説明によく
適応できることを示すことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④京都府京丹後市沿岸地域 
これまで日本の自然海岸は大幅に消失し、

現存する地域は海浜景観復元や生態システ
ム回復のための情報・遺伝資源を保持する場
所、アジア・オセアニアの温帯乾燥地におけ
る生物進化研究のためにも一段と重要性を
高めている。ここでは「鳴き砂」で知られ国
定公園・天然記念物・名勝等に指定されてい
る京丹後市琴引浜を擁する海浜をとりあげ
た。著名な地域ながら動物相および生態シス
テムに関する知見は少なく、保全に資する情
報が十分ではないことが問題視されてきた。
海浜植物にとって重要な花粉媒介者で、節足
動物を餌資源とする高次消費者でもある有
剣ハチ類に着目し、琴引浜の波打部から砂丘
にかけての多様な植物の特徴的な群落に関
わってこれらハチ類が景観形成と維持に関
与し、海浜砂質や砂丘地形を性格づける指標
になっていると見なされる。 
調査の結果、琴引浜での有剣ハチ類は 58 種
が記録できた。これは既往の兵庫県豊岡市気
比の浜と香住町浜安木、宮城県蒲生干潟砂丘、
島根県大社砂丘等の研究と比較して断定は
できないものの有剣ハチ類の種多様性の点
で有数の豊かさを保持していると考えられ
る。海浜生息種、準海浜生息種、海浜外生息
種別にみると、琴引浜は海浜生息種が 12 種
確認され，その種数が多い場所であると判明
し、準海浜生息種の構成比率が既往研究等に
ある他所よりも低い傾向があった。とくに、

海浜植物送粉者として注目すべき優占種 3 
種、オオモンツチバチ、シモフリチビコハナ
バチ、キヌゲハキリバチが記録され、特徴を
より詳細に把握すれば、浜の自然景観の保全 
に関する重要指 
標となる。以上 
より自然景観・ 
名勝として保全 
されてきた文化 
的景観に関して 
昆虫相から地形 
や植物種の評価 
の具体的なあり 
方が可能性を得 
られ、砂丘や土地利用のもつバリアの役割な
ど保全上の重要性が見出される事例となっ
た。これは歴史や地誌的立地をよく反映した
特定の生物系統群とその存続基盤となる自
然資源や人の行為を見定め、環境変動の進化
的（景観）安定性を判断する方法として可能
性がある。 
 
⑤ルール工業地域 
 ルール地域は、世界的に著名な広域にわた
る工業地域であり、同地域が位置するノルト
ライン・ヴェストファーレン州の空間計画シ
ステムにおける計画単位に合致しない範囲
に拡がる。多様性を内在しつつひとまとまり
の地域性を有するルール地域の試みは、これ
をどのように制度的に計画対象とするか、ま
た、各地区の実態にあった取組みを共存させ
つつひとまとまりの地域としてのアイデン
ティティに対応する計画地域とするにはど
うするか、という計画方法論を扱う事例であ
る。この知見は、ボロブドゥールを始め、必
ずしも行政的地区区分に閉じない文化的景
観の保全を実体化する取組みを扱っていく
上で重要な論点である。 
 ルール地域の広域計画（Regionalplan）の
策定過程の調査から、地域のまとまりの認知
と計画区域の合意、地域主体の形成、基礎自
治体の議決により実効性を担保する各種イ
ンフォーマルプランの積み重ね、地域レベル
の多様な対話のデザインの試みによる新た
な課題の認識を共有する機会の創出の４点
が、近代の工業地域という文脈を共有する多
様な地区のまとまりである広域の計画を進
めるうえで求められたことを確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)総括 “Planning of Dynamism” 
 以上の事例研究をもとに、「異なる時代に
由来する価値の発見」、「それらが地理的空間

 
図 4 コウベキヌゲハキリバチ（図書①） 

 
図 5 ルール地域 Regionalplan の策定プロセス（論文⑦） 

 
図 3 公開居住者ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟでの魅力の指摘分布 



的に認識され得る場所や空間の提示」、「価値
と場所・空間の複雑な構成をひとまとまりに
捉え経験しながら地域づくりを考える機会
であるフィールドスクールの活動スタイル」
の３点から文化的景観の動的オーセンティ
シティの発現構造を複数の国際会議で提案
した。これに対してとくにブダペストの会議
においてこの取り組みは、計画学（Planning）
の 中 で の 新 規 性 と し て 「 Planning of 
Dynamism」と表すべきとの総括を得、計画方
法論として一定の新規性を認められたと考
えている。事例研究とそのまとめが一定の成
果水準に達したと確認をすることができた。 
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